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　『
和
泉
式
部
日
記
』
に
は
、
和
泉
式
部
と
帥
宮
（
敦
道
親
王
）
と
の
約
一
〇
ヶ

月
に
渡
る
恋
愛
模
様
が
、
和
泉
式
部
の
立
場
を
基
本
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま

た
同
時
代
に
成
立
し
た
『
大
鏡
』、『
栄
花
物
語
』
に
も
和
泉
式
部
と
帥
宮
の
関
係

に
関
す
る
記
述
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
帥
宮
と
和
泉
式
部
と
の
関
係
を
不
祥
事
と

し
て
扱
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
件
は
『
古
本
説
話
集
』「
六
　
帥
宮
通
和
泉

式
部
給
事
」
と
『
三
国
伝
記
』「
和
泉
式
部
詠
歌
の
事
」
と
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
こ
の
二
つ
の
説
話
は
、『
和
泉
式
部
日
記
』
と
共
通
す
る
話
題
を
あ
げ
な

が
ら
も
場
面
設
定
な
ど
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
一
般
に
い
わ
れ
る
和
泉
式
部
の
〈
好
色
性
〉
と
い
う
観
点
か
ら
、『
和
泉
式
部

日
記
』、『
紫
式
部
日
記
』、『
大
鏡
』、『
栄
花
物
語
』
そ
し
て
、『
古
本
説
話
集
』、

『
三
国
伝
記
』
そ
れ
ぞ
れ
に
み
ら
れ
る
和
泉
式
部
像
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
変
化
の
要
因
・
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　
第
一
章
で
は
、『
和
泉
式
部
日
記
』
に
お
け
る
和
泉
式
部
像
を
「
和
泉
式
部
自

身
」、「
周
囲
の
噂
」
及
び
「
帥
宮
」
の
三
つ
の
視
線
を
導
入
し
確
認
し
た
。『
和

泉
式
部
日
記
』
で
の
和
泉
式
部
は
、
感
情
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
表
れ
る
消

極
的
な
〈
好
色
性
〉
と
、
多
く
の
男
性
と
関
係
を
持
つ
積
極
的
な
〈
好
色
性
〉
を

持
つ
人
物
と
し
て
か
か
れ
て
い
た
。

　
第
二
章
で
は
、
同
時
代
評
と
し
て
『
紫
式
部
日
記
』、『
栄
花
物
語
』、『
大
鏡
』

の
三
作
品
に
お
け
る
和
泉
式
部
像
を
考
察
し
た
。
皇
族
と
恋
愛
関
係
に
な
る
よ
う

な
和
泉
式
部
の
自
由
な
振
舞
い
な
ど
か
ら
、
積
極
的
な
〈
好
色
性
〉
が
表
れ
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
第
三
章
で
は
、
後
代
説
話
で
あ
る
『
古
本
説
話
集
』「
一 

帥
宮
通
和
泉
式
部
給

事
」
と
『
三
国
伝
記
』
平
仮
名
本
「
和
泉
式
部
詠
歌
の
事
」
に
お
け
る
和
泉
式
部

像
を
考
察
し
た
。『
古
本
説
話
集
』
は
、『
和
泉
式
部
日
記
』
か
ら
の
引
用
を
巧
み

に
使
い
な
が
ら
、
積
極
的
な
〈
好
色
性
〉
を
持
つ
女
性
像
を
意
図
的
に
作
り
上
げ

る
と
い
う
作
者
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
た
。『
三
国
伝
記
』
は
、
和
歌
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
恋
多
き
女
性
と
し
て
和
泉
式
部
像
を
作
り
上
げ
て
い
た
。

　
第
四
章
で
は
、
第
三
章
ま
で
の
人
物
像
の
変
貌
の
理
由
を
考
察
し
て
い
っ
た
。

説
話
と
い
う
文
学
形
態
や
和
歌
か
ら
和
泉
式
部
像
が
形
成
さ
れ
て
い
る
点
に
原
因

を
見
出
し
た
。
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和
泉
式
部
像
の
変
貌

―
そ
の
好
色
性
を
め
ぐ
っ
て
―
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